








昭和 58年 1月から 6年間に当内科で施行した715例の腎生検のうち,carry over症例は85

例(11.9%)であった。IgA 腎症が 32 例(37,6%)と最も多く,次いで微少糸球体異常 28 例

(32.9%)であった。carry over 様式には断続的に尿異常を呈する群と持続群とがあって,

とくに前者には IgA腎症で肉眼的血尿を繰返すもの,またその他の腎炎では再発,再燃を繰

返すネフローゼの存在が目立った。


